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委
員
会
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
伝

承
〜
心
の
灯
〜
」。
伝
教
大
師

一
千
二
百
年
大
遠
忌
を
機
会
に
日

本
文
化
に
新
し
い
息
吹
を
も
た
ら

す
と
共
に
、
人
材
育
成
に
生
涯
を

か
け
ら
れ
た
宗
祖
伝
教
大
師
の
魅

　
伝
教
大
師
一
千
二
百
年
大
遠
忌
を
2
0
2
1
年
に
迎
え
る
に
あ
た
り
、
去
る
5
月
24
日
に
「
伝
教
大
師

最
澄
1
2
0
0
年
魅
力
交
流
委
員
会
」
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
の
記
者
会
見
が
6
月
11
日
、

比
叡
山
延
暦
寺
書
院
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
メ
デ
ィ
ア
か
ら
は
33
媒
体
、
46
名
が
出
席
し
、
関
心
の
高
さ
が

う
か
が
え
た
。
同
委
員
会
は
、
地
元
の
滋
賀
、
京
都
の
自
治
体
、
財
界
、
大
学
な
ど
の
委
員
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
。
比
叡
山
法
灯
護
持
会
会
長
の
鳥
井
信
吾
・
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
副
会
長
が

委
員
長
に
、
加
藤
好
文
・
京
阪
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
社
長
（
当
時
）
と
三
日
月
大
造
滋
賀
県
知
事

が
副
委
員
長
に
就
任
、
幹
事
を
祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会
事
務
局
の
杜
多
道
雄
局
長
（
天
台
宗
宗
務
総
長
）
と

小
堀
光
實
奉
行
（
延
暦
寺
執
行
）
が
務
め
る
。

力
を
人
々
に
伝
え
る
交
流
を
通
じ

て
文
化
や
歴
史
、
ま
た
寺
社
仏
閣

へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

　
記
者
会
見
で
は
、
幹
事
の
杜
多

宗
務
総
長
が
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
の
経
緯
と
趣
旨
説
明
を
行
い

「
一
隅
を
照
ら
す
人
材
の
育
成
に

心
血
を
注
が
さ
れ
た
宗
祖
大
師
の

ご
精
神
を
現
代
に
活
か
し
敷ふ

え
ん衍
す

る
責
務
を
我
々
は
負
っ
て
い
る
。

伝
教
大
師
の
業
績
を
日
本
文
化
の

中
に
位
置
づ
け
、
そ
の
人
と
な

り
、
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の
人
々

に
受
け
止
め
て
い
た
だ
く
た
め
に

こ
の
魅
力
交
流
委
員
会
を
立
ち
上

げ
た
。
日
本
社
会
に
お
け
る
精
神

的
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な
る
こ
と
を

確
信
し
て
い
る
」
と
委
員
会
設
立

の
意
義
を
強
調
し
た
。

　
鳥
井
委
員
長
は
「
宗
教
の
垣
根

を
超
え
て
日
本
文
化
の
魅
力
を
発

信
し
た
い
と
の
意
を
受
け
、
委
員

長
を
お
受
け
し
た
。
伝
教
大
師
最

澄
を
通
じ
て
日
本
文
化
の
再
発
見

を
し
、
そ
の
魅
力
を
弘
め
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。
ま

た
、
加
藤
副
委
員
長
、
小
堀
光
實

幹
事
、
委
員
の
千
宗
屋
・
武
者
小

路
千
家
第
5
代
家
元
後
嗣
か
ら
も

今
後
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
発

言
が
あ
っ
た
。

　
生
物
界
で
は
、
稀
に

色
素
を
失
っ
た
ア
ル
ビ

ノ
と
呼
ば
れ
る
突
然
変

異
が
現
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
厳
し
い
自
然
の
中

で
は
、
目
立
つ
色
で
あ

る
白
色
は
天
敵
に
襲
わ

れ
や
す
く
、
な
か
な
か

生
き
延
び
る
の
は
容
易
で
は
な

い
。
そ
の
中
で
、
人
間
に
よ
っ
て

守
ら
れ
生
を
つ
な
ぐ
生
き
物
も
あ

る
。
あ
の
白
い
イ
エ
ウ
サ
ギ
が
そ

う
だ
。
ア
ル
ビ
ノ
で
あ
る
こ
と
も

知
ら
れ
な
い
ほ
ど
に
一
般
的
な
存

在
だ
▼
意
外
に
知
ら
れ
て
な
い
の

は
、
毎
日
口
に
し
て
い
る
白
米
で

あ
る
。
古
代
に
は
、
赤
米
や
黒
米

を
食
べ
て
い
た
が
、
ア
ル
ビ
ノ
で

あ
る
白
米
が
意
外
に
食
べ
て
美
味

し
く
、
収
穫
し
や
す
か
っ
た
こ
と

か
ら
現
在
ま
で
圧
倒
的
に
支
持
さ

れ
て
き
た
の
だ
▼
他
に
も
、
緑
色

の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が
起
源
の
白
い

色
を
し
た
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
我
々

が
い
つ
も
ス
ー
パ
ー
で
見
か
け
る

白
い
エ
ノ
キ
ダ
ケ
な
ど
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
ア
ル
ビ
ノ
だ
そ
う
だ
。

今
で
は
、
我
々
に
は
全
く
違
和
感

も
な
い
▼
し
か
し
人
間
界
で
は
ま

だ
ま
だ
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
事
例

を
聞
く
。
ア
フ
リ
カ
で
は
い
わ
れ

の
な
い
迷
信
に
よ
っ
て
「
ア
ル
ビ

ノ
狩
り
」
が
多
く
あ
る
。
肉
体
の

一
部
を
得
る
と
幸
運
が
訪
れ
る
と

い
う
迷
信
か
ら
、
殺
さ
れ
た
り
手

足
を
切
断
さ
れ
る
と
い
う
。
そ
こ

ま
で
酷
く
な
い
が
、
ま
だ
ま
だ
日

本
で
も
、
そ
う
い
っ
た
「
障
害
」

の
あ
る
人
々
へ
の
差
別
や
排
除
思

想
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も

「
み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い
」

と
い
う
考
え
が
、
近
頃
は
認
め
ら

れ
て
き
た
。「
違
い
」
を
「
個
性
」

と
見
な
そ
う
と
い
う
考
え
方
が
広

ま
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

　
記
者
会
見
で
は
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
「
大
学
コ
ラ
ボ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
紹
介
さ
れ
た
。
大

学
生
た
ち
が
中
心
と
な
り
、
大
学

生
の
視
点
や
発
想
を
活
か
し
た
企

画
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
「
魅
力
交

流
」
の
具
現
化
を
図
る
も
の
。
会

見
で
は
、学
生
達
も
出
席
し
、様
々

な
取
り
組
み
の
企
画
を
説
明
し

た
。

　
推
進
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て

は
一
千
二
百
年
大
遠
忌
を
迎
え
る

2
0
2
1
年
ま
で
の
約
2
年
半

の
間
で
様
々
な
取
り
組
み
を
行
う

予
定
。
2
0
1
9
年
度
は
、
土

台
を
形
成
す
る
期
間
と
す
る
が
、

「
大
学
コ
ラ
ボ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
始
動
し
若
い
世
代
が
考
え
、
実

践
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る

と
し
て
い
る
。

　
2
0
2
0
年
度
は
、
メ
イ
ン

期
間
と
し
企
業
や
団
体
と
若
い
世

代
が
協
働
、
日
本
の
文
化
・
歴
史
、

寺
社
仏
閣
へ
の
興
味
を
喚
起
さ
せ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
実
施
を

す
る
と
し
て
い
る
。
　
　

　
最
後
の
2
0
2
1
年
度
に
は
、

大
遠
忌
を
機
に
、
滋
賀
や
京
都
へ

の
誘
客
を
強
化
し
、
比
叡
山
延
暦

寺
で
開
催
予
定
の
「
シ
ン
ボ
ル
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
と
連
動
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
催
す
る
予
定
。                                

「伝教大師最澄　　   年魅力交流委員会」
6 月 11 日　延暦寺で記者会見

宗
祖
大
師
の
御
教
え
を
通
し
て
日
本
文
化
に
新
た
な
息
吹
を

学
生
も
参
画

記者会見に出席した委員会メンバー。前列左より、小堀幹事、杜多幹事、鳥井委員長、
加藤副委員長、千委員。後列は学生メンバーら関係者

山
形
県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

天
　
　
　
　
台
　
　
　
　
宗

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
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